
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：令和元年１１月５日（火） ８：３１～８：４０ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：麻 生 太 郎 国務大臣（副総理，財務大臣，内閣府特命担当大臣） 

高 市 早 苗 国務大臣（総務大臣，内閣府特命担当大臣） 

森 まさこ 国務大臣（法務大臣） 

茂 木 敏 充 国務大臣（外務大臣） 

萩生田 光 一 国務大臣（文部科学大臣） 

加 藤 勝 信 国務大臣（厚生労働大臣） 

江 藤 拓 国務大臣（農林水産大臣） 

梶 山 弘 志 国務大臣（経済産業大臣，内閣府特命担当大臣） 

赤 羽 一 嘉 国務大臣（国土交通大臣） 

小 泉 進次郎 国務大臣（環境大臣，内閣府特命担当大臣） 

河 野 太 郎 国務大臣（防衛大臣） 

菅 義 偉 国務大臣（内閣官房長官） 

田 中 和 德 国務大臣（復興大臣） 

武 田 良 太 国務大臣（国家公安委員会委員長，内閣府特命担当大臣） 

衛 藤 晟 一 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

竹 本  一 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

西 村 康 稔 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

北 村 誠 吾 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

橋 本 聖 子 国務大臣（東京オリンピック・パラリンピック担当大臣，内閣府特命担当大臣） 

欠 席 者：安 倍 晋 三 内閣総理大臣 

陪 席 者：岡 田 直 樹 内閣官房副長官 

杉 田 和 博 内閣官房副長官 

近 藤 正 春 内閣法制局長官 

欠 席 者：西 村 明 宏 内閣官房副長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

〇一般案件 １件 

〇国会提出案件 ６件 

〇政令 １件 

○人事        １件 

○報告        １件 

○配布        １件 

いずれも，案件表のとおり，決定等となった。 
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議事内容： 

○菅国務大臣：ただ今から，閣議を開催いたします。 

まず，閣議案件について，岡田副長官から御説明申し上げます。 

○岡田内閣官房副長官：一般案件等について，申し上げます。まず，信・解任状に認

証を仰ぐことについて，御決定をお願いいたします。本件は，「クウェート国」及び

「ブータン国」駐箚特命全権大使の異動に伴い，交付すべき信任状及び解任状であ

ります。 

次に，質問主意書に対する答弁書６件について，お手元の資料のとおり，御決定

をお願いいたします。 

次に，政令について，御決定をお願いいたします。「地方自治法施行令等の一部を

改正する政令」は，地方自治法等の一部改正法の施行に伴い，普通地方公共団体の

長等の損害賠償責任について，その職務を行うにつき，善意でかつ重大な過失がな

い場合の一部免責の基準等を定めるものであります。 

次に，人事案件について，申し上げます。中武邦臣外１１２名の叙位又は叙勲に

ついて，御決定をお願いいたします。 

次に，地方制度調査会答申「市町村合併についての今後の対応方策」について，

御報告があります。本件につきましては，後程，総務大臣から御発言があります。 

〇菅国務大臣：次に，大臣発言がございます。まず，総務大臣。 

〇高市国務大臣：第３２次地方制度調査会は，１０月３０日，内閣総理大臣に対して

「市町村合併についての今後の対応方策に関する答申」を行いました。 

 総務省としては，今回の答申の趣旨の実現に向け，取り組んでまいりたいと考え

ておりますので，皆様の御理解と御協力をお願いいたします。 

〇菅国務大臣：次に，私から，海外出張不在中の臨時代理について，申し上げます。 

  安倍総理は，海外出張いたしておりますが，その出張不在中，麻生副総理が，内

閣総理大臣の臨時代理に指定されておりますので，御了知願います。 

これをもちまして，閣議を終了いたします。 

  引き続き，閣僚懇談会を開催いたします。まず，武田大臣。 

〇武田国務大臣：行政改革推進会議において「秋の年次公開検証」の実施について決

定しましたので御報告します。 

１１月１１日から１３日までの３日間は東京で，１７日には広島において，外部

有識者の参加を得て，国の事業の効果や効率性等について，公開の場で議論をしま

す。 

対象となる事業はお配りしている資料のとおりです。議論の結果については，私

が行政改革推進会議の有識者議員とも相談した上で取りまとめ，１２月上旬に同会

議を開催し御報告する予定です。 

本取組は，国民が納める税金が使われる事業の政策効果等を検証し，政府の政策

を効果的・効率的に進めていくための改善策を議論するものです。国民に政府の真

摯な取組を見ていただき，政府に対する信頼を維持する上で重要な取組であり，閣

僚各位におかれましては，充実した議論が行われるよう，御協力をお願い申し上げ
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ます。 

〇菅国務大臣：次に，衛藤晟一大臣。 

〇衛藤国務大臣：１０月３１日未明に発生した沖縄の首里城における火災により，首

里城正殿，北殿，南殿等が全焼しました。昨日，私は，首里城の現場を視察してま

いりました。沖縄にとって極めて重要なシンボルであり，沖縄の歴史・文化・伝統

が凝集した首里城の惨状をこの目で見て，沖縄の方々が抱いた喪失感に改めて思い

を致しました。今後，その再建に向け，総理，官房長官の下，沖縄担当大臣として

沖縄の方々のお気持ちを受け止めつつ，取り組んでまいる所存です。閣僚各位の御

理解と御協力をお願いいたします。 

〇菅国務大臣：ほかに御発言はございますか。 

  無いようですので，以上をもちまして，閣僚懇談会を終了いたします。 
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令 和 元 年 

11 月 ５ 日 

◎ 一 般 案 件

   ☆ ク ウ ェ ー ト 国 駐 箚 特 命 全 権 大 使 高 岡 正 人 外 １ 名 に

交 付 す べ き 信 任 状 及 び 前 任 特 命 全 権 大 使 足 木  孝

外 １ 名 の 解 任 状 に つ き 認 証 を 仰 ぐ こ と に つ い て

（ 決 定 ）              （ 外 務 省 ）

◎ 国 会 提 出 案 件

1. 衆 議 院 議 員 井 出 庸 生 （ 無 ） 提 出 令 和 元 年 台 風

第 １ ９ 号 に よ る 長 野 県 東 部 ・ 東 信 地 域 の 被 災

状 況 か ら 見 る ， 山 間 部 ・ 上 中 流 域 の 河 川 災 害

被 害 と ， 復 旧 課 題 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁

書 に つ い て （ 決 定 ）     （ 内 閣 府 本 府 ）

  ○ 1. 衆 議 院 議 員 丸 山 穂 高 （ 無 ） 提 出 介 護 保 険 制 度

の 見 直 し に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い

て （ 決 定 ）         （ 厚 生 労 働 省 ）

1. 衆 議 院 議 員 山 井 和 則 （ 立 国 社 ） 提 出 重 度 訪 問

介 護 を 通 勤 途 上 や 就 業 中 で も 利 用 で き る 制 度

構 築 等 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て

（ 決 定 ）             （ 同 上 ）

1. 参議院議員徳永エリ（立憲・国民．新緑風会・

社 民 ） 提 出 国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 原 子 力 研 究

開 発 機 構 幌 延 深 地 層 研 究 セ ン タ ー に お け る 高

レ ベ ル 放 射 性 廃 棄 物 の 地 層 処 分 技 術 に 係 る 研

究 開 発 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て

（ 決 定 ）          （ 経 済 産 業 省 ）

1. 衆 議 院 議 員 松 原 仁 （ 立 国 社 ） 提 出 離 島 振 興 法

改 正 経 緯 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い

て （ 決 定 ）         （ 国 土 交 通 省 ）

1. 参議院議員熊谷裕人（立憲・国民．新緑風会・

社 民 ） 提 出 エ ア ク ッ シ ョ ン 型 揚 陸 艇 の 災 害 へ

の 活 用 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て

（ 決 定 ）            （ 防 衛 省 ）

資 料
な し

（ 火 ）閣 議 案 件

資 料
あ り

〔 別 添 〕
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◎ 政 令 

   ○ 地 方 自 治 法 施 行 令 等 の 一 部 を 改 正 す る 政 令

（ 決 定 ） （ 総 務 省 ） 

◎ 人 事 

   ☆ 元 一 等 陸 佐 中 武 邦 臣 外 １ １ ２ 名 の 叙 位 又 は 叙 勲 に

つ い て （ 決 定 ）

◎ 報 告 

   ☆ 市 町 村 合 併 に つ い て の 今 後 の 対 応 方 策 に 関 す る 地

方 制 度 調 査 会 の 答 申 に つ い て   （ 内 閣 府 本 府 ）

◎ 配 布 

☆ 平 成 ３ ０ 年 度 特 別 会 計 財 務 書 類 を 会 計 検 査 院 に 送

付 す る こ と に つ い て         （ 財 務 省 ）

〔 ○ 署 名 あ り ☆ 署 名 な し 〕

資 料
あ り

資 料
あ り

資 料
あ り
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